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今年も大漁の鮎解禁

● 議長就任あいさつ、議会構成

● 6 月定例会　（専決処分、条例改正等）

● 議案等の質疑　（移住者への住宅対応は、他）

● 一般質問　（３人が問う）

● 議会活動報告

● あの一般質問は・今　（和出村地区国道の改良工事は）

● 紹介（社会福祉協議会）／がんばる人紹介（道志小学校校長）

………………………………………………

……………………………………………

……………………………………

…………………………………………………………

……………………………………………………………………

………………………

…………………

P２

P３

P４

P５～８

P９

P10

P11～12



議会だより　No.39 （2）

人
口
減
少
対
策
に
取
組
む

村
議
会
議
長

　
佐
　
藤
　
和
　
彦

　

議
長
就
任
に
あ
た
り
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
議
長
に
推
挙
さ
れ
、
そ

の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

さ
て
、
史
上
初
の
米
朝
首

脳
会
談
は
、
朝
鮮
半
島
の
非

核
化
を
段
階
的
に
進
め
る
こ

と
で
、
核
に
対
す
る
脅
威
も

一
時
回
避
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
平
成
27
年
度
か
ら

「
道
志
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
77

項
目
の
事
業
が
策
定
さ
れ
、

５
年
計
画
の
折
返
し
点
と
な

り
現
在
75
％
の
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
雇
用
の
場
を
提
供
で
き

る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

べ
く
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
構
想
が
追
加
さ
れ
、ま
た
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
向
け
た

補
助
事
業
や
若
年
層
の
移
住

促
進
住
宅
の
建
設
も
予
算
化

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
横
浜
市
の
水
源

地
道
志
情
報
館 

水
カ
フ
ェ

ど
う
し
」
や
、
村
内
に
設
置

し
て
い
る
移
住
支
援
セ
ン

タ
ー
も
定
着
し
、
移
住
者
向

け
の
見
学
ツ
ア
ー
も
年
３
回

開
催
す
る
な
ど
精
力
的
に
人

口
増
加
対
策
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
村
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
住
ん

で
み
た
い
村
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
村
」
の
実
現
に
向
け

一
歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

村
政
に
い
さ
さ
か
の
遅
延

も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
予
算
内
容
を

審
議
す
る
と
同
時
に
村
政
の

効
率
と
無
駄
を
監
視
し
な
が

ら
、
一
方
で
議
会
か
ら
も
政

策
提
言
す
る
こ
と
を
お
約
束

し
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議　長 佐 藤 和 彦

副議長 杉 本 孝 正

●正副議長

委 員 会 名 委 員 長 副 委 員 長 委　　員

総務文教常任委員会 大田   博文 杉本   孝正 佐藤   長久 出羽   和平 佐藤   進

建設厚生常任委員会 山口   博康 池谷   高明 菅谷   政文 佐藤   和彦 佐藤   一仁

広報常任委員会 菅谷   政文 佐藤   長久 杉本   孝正 佐藤   進

議会運営委員会 出羽   和平 大田   博文 山口   博康 菅谷   政文

●委員会

新しい議会構成
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６ 月
定例会

　６月定例会は６月 12 日から 15 日まで開催され、報告（１件）、専決処分の承認（３件）、
条例改正（１件）、人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件（１件）、発議（１件）

を審議可決しました。
　また、一般質問は２人の議員が一問一答／１人の議員が一括方式にて村政の考えを問
いました。

おもな審議事項

専決処分の承認、条例改正等可決

●条例改正を可決
日本一の水源の郷づくり道志村応援寄附金条例の一部を改正する条例を可決しました。

●諮　問
人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件を調整後決定しました。

●発　議
太陽光発電設備の立地規制等に係る法整備等を求める意見書を国へ提出することを
可決しました。

※専決処分とは？
　専決処分とは議会の権限に属する事項について、村長が議会に代わって意思決定を行うことを言います。
　議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると認められるときに行われ、次の定例会あるいは臨
時会で議会の承認を得なくてはなりません。

平成 29 年度道志村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告を受けました。

●報　告

・道志村税条例等の一部を改正する条例
・平成 29 年度道志村一般会計補正予算（第６回）

・平成 29 年度道志村後期高齢者医療特別会計補正予算
　について専決処分（※）の報告を受けました。

●承　認　3 件
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本定例会で行った、協議会での質疑の一部を紹介します。

議案等の質疑ＡＡQQ＆＆

消防設備の充実Ｑ

Ａ ４月 10 日に大渡地区並びに椿地区において発生した火災の消火時に消火栓
より火災現場までのホースが足りなかった等の意見があり、本年度は 55 本
購入予定でしたが 35 本追加し合計 90 本購入します。また穴の開いたホー
スは、放水訓練等において確認し交換していきたい。

●放水ホースの補充は？

移住者への住宅対応はＱ

Ａ グリーンロッヂ跡地に２棟建設予定であったが、設計管理に検討を加え、今
年度中に単身者向けも含め、３棟建設予定です。

●移住者の増加に伴い村営住宅の進捗状況は？

公園への遊具設置はＱ

Ａ 場所、予算の都合上早急には対処できない。
当面の間、土曜日、日曜日は保育園の遊具を開放している。

●子供をつれ他市町村に行き遊ばせているが村内設置の計画は？
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一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

   
村
政
を
問
う

※
一
般
質
問
の
形
態
・
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
。
平
成
28
年
９

月
定
例
会
か
ら
一
問
一
答
方
式

を
試
行
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

６月定例会一般質問一覧

３
人
の
議
員
が
質
問

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き

 

ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

 

8
月
中
旬
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
次
回
定
例
会
は
9
月
に
開
催
し
ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

　

本
会
議
10
人
（
席
の
都
合
上
）

・
6
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

　

本
会
議
1
人

・
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

 　

☎
 ０
５
５
４

－

52

－

２
１
１
２

■ 佐藤　和彦 議員

１. 村内景観阻害看板の対処は

２. 水カフェどうしの今後の計画は

３. コンビニエンスストアーの進捗状況は

■ 大田　博文 議員

１. 登山道の整備状況は

２. 砂防事業の状況は

■ 杉本　孝正 議員

１. 人口減少対策は

２. 学童保育所どうしっこの活用は
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Ａ
人 口 減 少 対 策 はＱ
ビジョン達成に向け努力

杉
本

　

総
合
戦
略
で
は
、

２
０
６
０
年
の
人
口
を

１
５
６
２
人
と
し
て
、

道
志
村
へ
の
「
新
し
い

ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」、

「
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
つ
く
る
」、
を
二
本

柱
に
、
５
年
後
の
数
値
目

標
を
、
移
住
者
数 

年
間

8
名
、
合
計
特
殊
出
生

率（
※
）
を
１
・
58
と
し

て
い
る
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
と
進
捗
状
況
は

　

道
志
村
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
で
は
、
二
つ

の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

戦
略
事
業
を
計
画
的

に
実
施
し
、
特
に
早
期

に
取
り
組
む
べ
き
事

業
を
中
心
に
着
実
に

進
め
、
道
志
村
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向

け
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
い
て

は
、
49
名
の
転
入
者
が
あ

り
ま
し
た
が 

自
ら
の
意
思

に
よ
る
移
住
者
は
29
名
で

あ
り
空
き
家
バ
ン
ク
や
移

住
ガ
イ
ド
を
通
じ
た
移
住

者
が
6
名
と
な
っ
て
お
り
、

「
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

効
果
が
現
れ
て
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
移
住
者
支
援
に
係
る
各

種
補
助
制
度
の
情
報
発
信

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
合
計
特
殊
出
生
率

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
は

1
・
66
と
目
標
数
値
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本

村
の
充
実
し
た
施
策
の
結

果
に
よ
る
も
の
と
理
解
し

ま
す
が
、
小
規
模
自
治
体
で

は
合
計
特
殊
出
生
率
の
変

動
が
激
し
い
た
め
、
引
き
続

き
施
策
を
続
け
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　

昨
年
9
月
の
定
例
会

で
、
学
童
保
育
所
の
利

用
を
考
え
る
と
し
、「
学

習
塾
開
設
の
検
討
を
行
っ

て
お
り
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
は

　

学
童
保
育
所
で
は

　

難
し
い

　

大
手
学
習
塾
か
ら
の
提
案

を
受
け
て
、
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

提
案
に
よ
り
ま
す
と
、
塾

が
始
ま
る
ま
で
に
長
い
時
間

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
や
、
塾
の
始
ま
り
が
遅
い

た
め
に
帰
宅
す
る
時
刻
も
だ

い
ぶ
遅
く
な
り
ま
す
。

　

夏
休
み
と
冬
休
み
に
は
、

学
童
保
育
所
は
１
日
を
と

お
し
て
の
開
所
と
な
り
ま

す
の
で
、
塾
の
開
設
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

学
童
保
育
所
は
中
学
生

が
学
習
す
る
に
は
ス
ペ
ー

ス
が
手
狭
で
あ
り
効
果
的

な
学
習
支
援
に
は
無
理
が

あ
り
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、「
学
習
塾

を
開
設
す
る
こ
と
は
難
し

い
」と
の
判
断
を
し
ま
し
た
。

　
（
再
質
問
あ
り
）

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は

そ
の
年
次
の
15
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
女
性
の
年

齢
別
出
生
率
を
合
計
し

た
も
の
。

ＱＡ

村
長

教
育
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

杉本孝
たかまさ

正  議員

つぼみっこクラブ
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佐
藤

　

村
内
に
は
、
公
共
・
個

人
の
案
内
看
板
が
景
観
を

阻
害
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
村
と
し
て
の
見
解
は

　

看
板
等
を
設
置
す
る
に

は
、
県
の
屋
外
広
告
物
条
例

や
村
の
景
観
条
例
に
基
づ
い

た
届
出
が
必
要
で
す
が
、
施

行
前
に
設
置
さ
れ
た
も
の

や
、
無
届
で
の
設
置
物
も
有

る
状
況
で
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
、
屋
外

広
告
物
台
帳
に
よ
り
現
地
調

査
を
始
め
ま
す
、
台
帳
の
更

新
に
よ
り
無
許
可
で
の
設
置

や
、
景
観
阻
害
物
は
撤
去
指

導
の
予
定
で
す
。

　
「
水
カ
フ
ェ
ど
う
し
」

の
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

今
後
の
計
画
は

　

 

横
浜
市
民
と
の
交
流

　

を
促
進

　

水
カ
フ
ェ
ど
う
し
は
、
横

浜
市
に
お
け
る
道
志
村
の
情

報
発
信
拠
点
と
し
て
、
観
光

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発

信
、
移
住
相
談
窓
口
と
し
て

本
村
の
魅
力
を
伝
え
、
認
知

度
を
高
め
、
村
へ
の
誘
客
や

移
住
促
進
を
積
極
的
に
図
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
9
月
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
本
年
5
月
末
ま

で
の
実
績
で
約
6
万
5
千

人
の
来
場
客
が
あ
り
、
水
カ

フ
ェ
を
機
に
道
志
村
へ
の

移
住
を
検
討
す
る
な
ど
、
横

浜
市
民
が
水
源
地
道
志
村

と
の
交
流
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
お
客
様
か

ら
の
様
々
な
声
を
「
業
務
報

告
書
」
と
い
う
形
で
受
託
者

で
あ
る
「（
株
）
ど
う
し
」

か
ら
報
告
を
受
け
、
関
係
部

署
と
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
ま
す
。
観
光
や
移
住
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
村

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
に
対
象
を
絞
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
者
の
49
・
5
％

は
「
他
市
町
村
と
比
較
し
た

道
志
村
の
良
く
な
い
点
」
の

問
い
で
「
買
い
物
な
ど
生
活

活
動
の
利
便
性
」
が
最
上
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
村
で
は
「
買
い

物
・
公
共
交
通
改
善
庁
内
検

討
会
」
を
発
足
さ
せ
住
民
の

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

村内景観阻害看板の対処は
撤去するよう指導予定

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

産
業
振
興
課
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

山口博
ひろやす

康  議員佐藤和
かずひこ

彦  議員

中学生による水カフェどうしでの職場体験

づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
で

も
貴
重
な
意
見
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
情
報
発
信
を
積

極
的
に
行
い
な
が
ら
新
た
な

来
場
客
も
確
保
し
、
横
浜
市

民
と
の
交
流
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

村
民
の
大
部
分
が
コ
ン

ビ
ニ
の
誘
致
を
要
望
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
と
今
後
の
展
開
は

　
買
い
物
・
公
共
交
通

　

改
善
庁
内
検
討
会
で

　

協
議
中

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、

「
住
み
に
く
い
」、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
住
み
に
く
い
」

と
回
答
し
た
56
・
5
％
の
主

な
理
由
に
「
買
い
物
が
不
便

だ
か
ら
」
が
37
・
7
％
と
二

番
目
に
多
い
結
果
と
な
っ
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Ａ
登山道の整備状況はＱ
安全確保に努める

大
田

　

近
年
、
年
ご
と
に

登
山
者
が
増
加
し
て

い
る
傾
向
が
あ
り
、

道
志
村
で
も
登
山
道

を
整
備
し
、
安
心
し

て
登
山
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
最
近
の

整
備
状
況
は

　

登
山
者
数
に
関
す
る

正
確
な
デ
ー
タ
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
、
役
場

へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数
や

道
路
沿
い
を
歩
い
て
い
る

登
山
者
の
状
況
な
ど
か
ら

増
加
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

村
で
は
例
年
５
月
か
ら
６

月
に
か
け
、
の
べ
１
０
０
人

～
１
２
０
人
ほ
ど
の
作
業
員

に
よ
り
登
山
道
及
び
遊
歩
道

の
草
刈
や
軽
微
な
修
繕
を
実

施
し
、
安
全
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

優
先
度
の
高
い
箇
所

　

か
ら

　

近
年
は
大
型
台
風
・
集

中
豪
雨
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
短
時
間
で
多
量
の
雨
が

降
り
一
気
に
河
川
に
流
れ

込
み
、
勾
配
が
急
な
区
間

で
は
河
床
を
洗
掘
し
、

勾
配
が
緩
く
な
っ
た

と
こ
ろ
に
堆
積
す
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

村
の
対
策
と
し
て

は
、
毎
年
道
志
川
の
河

川
管
理
者
で
あ
る
県

の
建
設
事
務
所
に
要

望
書
を
提
出
し
て
お

り
、
ま
た
建
設
事
務

所
や
林
務
事
務
所
と

合
同
で
危
険
箇
所
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

砂
防
事
業
や
治
山
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
進
捗
の

状
況
に
つ
い
て
で
す

が
、
台
風
や
豪
雨
ご
と
に
状

況
が
変
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
都
度
優
先
度
の
高

い
箇
所
か
ら
順
次
山
梨
県

で
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
再
質
問
あ
り
）

Ｑ

Ａ

登山道入口

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

　

大
雨
に
よ
る
崩
落
等
で
特

に
危
険
な
箇
所
に
お
い
て
は

予
算
を
確
保
し
修
繕
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
で

土
砂
災
害
の
危
険
性
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
崩

落
や
土
砂
が
洗
い
流
さ

れ
、
河
川
周
辺
の
災
害

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

本
村
の
砂
防
事
業
の
状

況
は

台風で川底が下がった道志川

大田博
ひろふみ

文  議員
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●道路河川改良要望箇所視察 平成 30 年 4 月 19 日   

　富士・東部建設事務所と道志村議会が合同で国
道 413 号線他河川砂防危険箇所調査を４月 19 日
午前 10 時から県道路・河川管理者と渡辺英機県議、
道志村議会議員７名、産業振興課長外 3 名、総勢
15 名で、国道 413 号他道路危険箇所 8 件、道志
川他河川災害危険箇所 11 件合計 19 件の踏査を実
施した。調査終了後、出羽議長から要望書を寺岡
支所長に渡し受理された。懸案は優先事案として
計画する中で荒井橋、神川橋の橋台洗堀防止工と
して、ボトルユニットの設置を先決施工した。 改良要望箇所視察風景

●総務常任委員会の活動 平成 30 年 5 月 10 日

　公民館１階会議室において、常任委員会を開き、前回までの小中学校教諭へのアンケー
ト結果の検証を引き続き行う中で、委員会としては、グラウンドの水はけ問題、屋内プー
ルの整備や今後の運営、また、通学路の危険個所の対策などの問題点について、建設厚
生常任委員会とも協議し、担当部署への提案をしていきたい。
　また今後は、教育関係だけでなく、総務課、ふるさと振興課などにも、より良い住民サー
ビスが行えるように村民の意見を集約して、村当局に提案、提言を総務文教常任委員会
としても行っていきたい。

議会活動報告

●平成 30 年度町村議会議長・副議長研修会
平成 30 年 5 月 10 日

　全国町村議長会主催の研修会に参加しま
した。特別表彰された長崎県小値賀町議会
より「議会の権能の使い道と議会の立ち位
置の有効活用」と福岡県大刀洗町議会、徳
島県那賀町議会から、議会活性化への取り
組みについて、発表がありました。
　2 日目は、全国都道府県議長会次長より
議会運営の講演がありました。

●群馬県昭和村議会視察研修受入
平成 30 年 5 月 22 日

　群馬県昭和村議会議員、事務局 14
名が来村しました。両村とも横浜市
と深い交流があり、その歴史や交流
内容について意見交換をしました。
　その後、横浜市水源管理事務所に
移動し、水源林の管理や、道の駅ど
うしを視察して、次の訪問地横浜市
へ向かいました。
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質
問

答
弁

平
成
27
年
12
月
定
例
会

議会の考え

質
問

答
弁

平
成
28
年
6
月
定
例
会

老
朽
化
し
た
観
光
施
設
等
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か

平
成
28
年
度
中
に
公
共
施
設
管
理

計
画
を
作
成
し
経
費
負
担
の
削
減

を
図
り
的
確
な
管
理
を
し
て
い
く
︒

ま
た
︑
同
計
画
を
作
る
こ
と
に
よ

り
解
体
費
用
に
起
債
を
充
当
で
き

る
の
で
予
算
確
保
が
容
易
に
な
る
︒

国
道
４
１
３
号
和
出
村

地
内
の
改
良
に
つ
い
て

和
出
村
地
内
の
道
路
改
良
は
通
学

路
を
含
め
た
一
帯
改
良
の
検
討
も

必
要
で
あ
り
予
算
的
に
も
高
額
で

あ
る
た
め
県
の
国
道
改
良
の
方
針

と
整
合
性
を
図
り
要
望
活
動
を
し

て
い
く
︒

その結果今は

平成 29 年 2 月公共施設等管理計画を作成し平
成 68 年度までの 40 年間の公共建築物、インフ
ラ設備等の施設の在り方の基本計画の中で総合
計画とも整合性を図りながら管理している。

最近の経過
・平成 29 年地権者全員と関係者で再度要望書の提出
・本年６月新設計図面完成
今後の予定
・杭打ち後、現地確認、承認後工事着工

和出村地区、岩瀬部落入口交差点
は村内で一番の危険個所の為、一
刻も早い改良が望まれるので今後
も推移を見守っていく。

「道志村公共施設等管理計
画」に基づき管理されてい
るかを検証していく。

あの一般質問は今…
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紹 

介
しょうかい

　

日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

平
成
29
年
4
月
に
採
用
に
な

り
、
早
く
も
１
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
１
年
を

振
り
返
る
と
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
仕
事
を
、
理
解
し
な

が
ら
進
め
る
こ
と
に
精
一
杯

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
運

営
か
ら
、
村
に
あ
っ
た
福
祉

分
野
の
事
業
展
開
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
、
県
か
ら
の
委

託
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
、
仕
事
の
幅
広
さ
に

驚
き
ま
し
た
。

　

村
で
は
高
齢
化
率
が
年
々

上
が
り
、
少
子
高
齢
化
が
著

し
く
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域

に
よ
り
福
祉
ニ
ー
ズ
も
違
え

ば
、
生
活
圏
域
も
様
々
で

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
役

割
は
、
地
域
で
暮
ら
す
皆
様

の
他
、
民
生
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
関
係
者
、
関
係
機
関

の
参
加
協
力
の
も
と
、
地
域

の
人
々
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

の
で
き
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
社
協
で
は
共
同

募
金
の
配
分
金
と
村
の
補
助

金
で
福
祉
車
両
を
購
入
し
ま

し
た
。
従
来
、
車
い
す
か
ら

車
両
に
乗
せ
換
え
て
い
た
こ

と
で
、
そ
の
負
担
と
利
用
者

の
怪
我
の
危
険
性
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
購
入
車
両
は

車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
車
両

に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
普
段
車
い
す
を
使

用
し
な
い
方
で
も
貸
出
用
車

い
す
と
一
緒
に
借
り
る
こ
と

で
、
安
全
に
出
か
け
る
こ
と

が
可
能
で
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
今
後
は
益
々
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
活
性
化

し
、「
困
り
ご
と
」
と
「
で
き

る
こ
と
」
を
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
で
共
に
支
え
あ
え
る
地

域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

民生児童委員による高齢者世帯訪問

道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

佐   

藤　

典   

子

　

多
く
の
方
々
の
支
え
で『
社

協
』
の
運
営
が
で
き
て
い
る

こ
と
に
日
々
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
住
み
よ
い
道
志
村
を
実

現
す
る
た
め
に
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
福
祉
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
活
動

専
門
員



議会だより　No.39 （12）

がんばる人紹介

議会だより No.39 発行：道志村議会　　　編集：広報常任委員会
〒 402-0209　山梨県南都留郡道志村 6181-1　TEL.0554 − 52 − 2112

写真募集中
（議会だよりに掲載
させていただきます）

編 集 後 記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

菅
谷
　
政
文

　
副
委
員
長
　 

佐
藤
　
長
久

　
委

員
　 

杉
本
　
孝
正

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
進

子どもが輝く学校づくり
　

四
月
に
赴
任
し
、
豊
か
な
自
然
、

木
の
香
漂
う
小
中
一
体
型
校
舎
、
何

事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
子
ど
も

た
ち
に
囲
ま
れ
、
充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
学
校

は
、
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
た
ち

の
夢
に
あ
ふ
れ
、
自
立
に
向
か
う
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
や
確
か
な

育
ち
が
あ
る
場
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
は
自
ら

の
夢
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
、
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
よ

さ
を
生
か
し
、可
能
性
を
引
き
出
し
、

未
来
を
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育

む
、
大
切
な
成
長
の
場
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
教
職
員
は
、「
教

育
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、
子
ど
も
が

輝
く
未
来
づ
く
り
で
あ
る
」
と
の
考

え
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
小
学
校

六
年
間
の
成
長
を
見
通
し
な
が
ら
、

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
教
育
を
推

進
し
、
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
学
校

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
日
々

の
教
育
活
動
の
な
か
で
、
子
ど
も
た

ち
と
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
子
ど

も
の
大
切
な
夢
を
共
有
し
な
が
ら
、

未
来
を
切
り
拓
く
確
か
な
学
力
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
が
輝
く
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
、
そ
の
役
割
を

互
い
に
理
解
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
や
育
ち
を
、
地
域
社
会
全

体
で
見
守
り
、
支
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
今
後
と
も
、
御
支
援
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道志小学校

校長　山本   成
なりとし

利   

　

６
月
定
例
会
も
終
了
し
私
ど
も
議

員
も
折
り
返
し
の
任
期
へ
と
入
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
委
員
全
員
が
新
人

で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
で
の
ス

タ
ー
ト
で
、
多
く
の
失
敗
を
数
え
た

今
日
ま
で
の
歩
み
で
し
た
。
関
係
各

位
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
み
の
２
年
間

で
有
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
１
～
２
回
の
広
報
勉
強

会
に
参
加
し
多
く
の
事
も
学
び
取
り

入
れ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
読

み
や
す
く
な
る
か
、
読
ん
で
も
ら
え

る
か
が
全
て
で
し
た
。

　

今
後
も
今
ま
で
以
上
に
努
力
し
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
頂

け
る
「
ど
う
し
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
頑
張
る
事
を
約
束
し
、
編
集

後
記
と
し
ま
す
。　
　
（
菅
谷
政
文
）


